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画家独占資本主義論争における国家と社会ーーーー 池上 惇 1 
合衆国の大規模農場経営の位置と
その階級的性格(3)・ 中野 新 18 
「プロシア型」農業進化の構造・序論 加藤房雄 48 
利潤の内部留保，新株発行を含む
マクロ分配理論 ーーー ・ーー ・ー -加納正雄 70 




























































































































ζ とが多かったけれども，事実は事実として認識せねばなるまい。 そし C先生は西日哲
-・.学にたいしては直ぐに護教的な態度に出られる申で， 客観的な話し合いをもつことは困
難であった。 先生には，西問哲学を語る左，自分が西閉さんになったように恩われるの
ではあるまいかとさえ，思われた。 そして他人司見解を客観的に理U解しようとする態度
がす〈なかったこと出残念なことだった。 それが先生自身の思想を正しく理解させない
結果にもなったと.私は思っている。
V 先生町生活と畏患
先生は共同体的思想のもち主であったから，家庭を非粛に大切にされた。時にはワ γ
・マンの振舞もあったろうと想像されるが， 御家族にたいする愛情はそれをλJパーする
に足bたであろう。生活は質素，生i!l'， 住居のために土地を求められず(ただし墓地は
別)，土地固有論者白面白を全うされた匂
先生は健康であった。少年時代からD冷水摩擦で風邪をひかれたことも殆どなく， 和
服に袴に草履白，国土と見まがう出で立ちは常に若々しかった。健康には細かい注意が
行き届き，たとえば御宅と研究室とを結ぶ道すがら， 吉田山の山道で大きく深呼吸され
るのを幾度も見たことがあった。癌性疾患にたいしては気を配られたが，血管の病気に
かかろうとは全く考えておられなかった。
京都女子大学白人事の件で先生には納得亡き白乙とが起ったために， 激司されたこと
があったという。それから聞なLの御覧痛であった。歯自治療を受けながらも読書をや
めなかったという程の方が書物から離れた境遇に陥るというのは， 何ともお気の毒なこ
とだった。私は京大に在職中は，ほとんど定期的に先生を見舞っていたけれども，先生
にむかつて目礼をL 先生が私に注目なさるのを見とどけるだけで満足しなくてはなら
ず，あとは行き届いた看護をなさる奥様とお話しをするのであった。 死亡なさるまで御
病床にあること， 93か月であった。
本年3月27日，黒谷山内，常光院で告別式執行。 戒名は浄土院興誉経国居士官ある。
ついで，法然段の墓地，河上肇の墓り東側に建てられた墓に納骨された。 時に 8月16日。
